
ドライブシーズン控えて堅調
NY原油先物相場は、1バレル＝115ドルの節目を上抜く展開になった。中国の需要環境が最悪期を脱し

たとの評価が維持される一方、北半球がドライブシーズン入りすることが材料視された。また、欧州連

合（EU）がロシア産原油の禁輸で合意するとの観測も、原油相場を刺激している。需給ひっ迫見通しの

織り込みから、週を通じて押し目買い優勢の展開になった。

米国では5月30日のメモリアル・デーを境に、ドライブシーズン入りすることになる。ガソリン高の影

響で昨年と比較するとガソリン需要は抑制されているが、それでも夏に向けて需要拡大圧力が強まり易

くなる。しかも、米ガソリン在庫は8週連続で減少中であり、過去5年のレンジ下限を大きく下回る低在

庫環境になっている。米製油所は稼働率の引き上げで対応しているが、ロシア産の石油製品の供給が大

きく落ち込んでいることもあり、需要を満たす供給量を確保できていない。ドライブシーズンのガソリ

ン需給のひっ迫懸念が、原油相場を押し上げ始めている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月20日時点）は、原油が前週比102万バレル減、ガ

ソリンが48万バレル減、石油精製品が166万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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ドライブシーズン入りで堅調、EUがロシア産禁輸だと急伸も
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【展望】

需給ひっ迫評価から底固い展開が続き易い。115ドルの節目

を完全に上抜くと、一気に120ドルを試す可能性も想定して

おく必要がある。まずは5月30日のメモリアル・デーの連休

明け後の動向が注目される。これからドライブシーズンが名

実ともに始まるが、ガソリン在庫のタイト感は極めて強く、

需要拡大に対応できるのか不透明感が強い。特に米ガソリン

在庫が9週連続の減少になると、ガソリン主導で原油相場も

大きく値位置を切り上げる可能性が高まる。

5月30～31日にはEU臨時首脳会合が開催される。エネルギー

政策についての協議が予定されており、ロシア産原油の禁輸

を巡る合意が行われる可能性がある。ハンガリーが自国経済

への影響の大きさから禁輸に反対しているが、何等かの譲歩

案で合意するとの見方が強くなっている。いずれにしてもEU

加盟国はロシア産原油の調達量を削減していくことになるが、

経済制裁の形で石炭に続いて原油も禁輸措置が導入されると、

供給環境の不安定化が加速し易くなる。EUはその先に天然ガ

スの禁輸もみており、「脱ロシア」によるエネルギー需給全

チアの混乱が想定されている。

6月2日には石油輸出国機構（OPEC）プラス会合が予定され

ている。7月の生産割当を協議するが、6月と同様に日量43.2

万バレルの増産対応が合意される見通し。特段の政策調整は

想定されておらず、計画通りに産油量を増やす方針が再確認

される見通し。イベントとしての注目度は高くない。

一方、米国では過去最高値圏のガソリン価格でドライブシー

ズンを迎えるため、価格鎮静化のために政治的な対応が活発

化するリスクには注意が必要。中国の新型コロナウイルスの

感染状況も、引き続き下振れリスクとして注目される。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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